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は じ め に
 元来,リ ン脂質 は生体膜の構成成分としてその構造
や機能が追求 されてきたが,近 年,生 理活性を有する
ものが発見 され,文 字通 り脂質の科学を"活性化"し て
いる。
 これ らの活性 リン脂質は,
1・ それ自体は活性 はないが,酵 素タンパク質 との相
  互反応によ り,そ の活性発現に積極的に関与する
  もの,
2. イノシトール リン脂質に代表されるように,リ ン
  脂質の代謝及びその代謝物が細胞の情報伝達機構
  に関与するもの,
3.そ れ自体が細胞の受容体と結合 し,強 力な化学因
  子(ケ ミカルメディエーター)と して作用するも
  の,に 分類で きる。
 その中でも,3に 属する血小板活性化因子(PAF)*
は,現 在知られている血小板凝集惹起物質の中でも最
強の作用を有 し,ま た,最 初のリン脂質性ケ ミカルメ
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PAF*
 PAFの 呼称 につ いて, Benvenisteら ヨー ロ ッパ のグ
ル ープはPAF acether(acetyletherの 造 語}, Hanahan
ら米 国の グルー プは そ の構 造 に基 づ い て,AGEPC
(alkyl glyceryl ether phosphorylcholine)と 命名 した
が,最 近 ではPAFに 統一 されつっ ある。
ディエーターとして注 目を浴びている。1980年 の構造
決定を一つの契機とし,化 学合成による標準物質の入
手が容易になり,ま た,ア ンタゴニス トの開発に伴い,
PAF研 究は,基 礎か ら臨床へと急速に拡大 ・進展 し
てきた。
 基礎的な生理,生 化学的研究1)に加えて,PAFの 多
様な生理作用,種 々の病態との関連 も明かにされつつ
あ り2)3》,更にはア ンタゴニス トの 医薬品 としての応
用も試み られて きている4)5)。





 1972年,フ ランスのBenvenisteら は,ウ サギのアナ
フィラキシー反応解析の際に血小板を活性化する因子
を発見 した6)。 即ち,感 作したウサギの好塩基球に同
一抗原を加えると,こ の抗原 とIgE抗 体 とが好塩基
球上で抗原抗体反応を起 こす。この際に好塩基球の脱
穎粒化が起 き,化 学因子が遊離され,血 小板を活性化
して血小板か らのヒスタ ミンの遊離を引き起こすとい
う機構を明らかにし,こ の新 しい化学因子を血小板活
性化因子(Platelet-activating factor, PAF)と 命名 した
のである(図1)。

























リセロー 3ー ホスホコリンの構造を持つ， リン脂質であ
る乙とが明らかにされたわ(図2)0PAFと別個に研
究されてきた腎髄質由来の降圧脂質 APRL(さntihy-
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いい， PAF に関して言えば 1)構造類似体と非構造類
似体， 2)天然物由来と非天然物由来， 3)脂質性と非脂
質性，などに大別できる。
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球への PAFの作用(頼粒放出)は， 5-HETE (5-ヒ
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